
様　式　イ

1 ウインタースポーツ活性化推進協議会開催
　ウインタースポーツの活性化施策のあり方をテーマに有識者によ
る協議会を開催する。

2 市立学校ウインタースポーツ体験支援事業
　中学校・高校スキー学習支援事業、小学校対象の歩くスキー出
前授業を実施する。

3 ウインタースポーツ活性化に関する調査研究
　モデル事業の実施などの実践研究を行う。

4 ウインタースポーツキャラバン事業
　公園や学校グラウンドなど身近な場所で歩くスキー・チューブ滑
り等の体験会を実施する。

5 ウインタースポーツ体験キャンペーン事業
　雪まつりにおける歩くスキー体験事業及びウインタースポーツビ
ンゴ事業などを実施する。
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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
１　小中学校ウインタースポーツ体験支援事業
（１）札幌市立中学校保健体育科スキー授業支援事業
　(財)札幌スキー連盟及びスキー場を運営する10社との協働によ
り24校の授業に外部指導者を派遣し支援を行った。
（２）歩くスキー出前授業モデル事業
　(財)さっぽろ健康スポーツ財団に業務委託し2つの事業を実施し
た。
　・「冬季宿泊学習における歩くスキー出前授業」
　滝野の宿泊学習で歩くスキー体験学習を行う小学校4校を対象
に外部指導者を派遣し滑走法の実技指導を行った。
　・「学校における歩くスキー出前授業」
　学校の敷地内で歩くスキー体験学習を行う小中学校各1校を対
象にスキー用具貸出や外部指導者による実技指導を行った。

２　ウインタースポーツ活性化推進協議会開催準備
　協議会の組織化に向けて、「ウインタースポーツの活性化」を
テーマに複数の冬季スポーツ競技団体と個別に意見交換会を実
施した。

３　ウインタースポーツ啓発イベントの開催
　雪遊び・ウインタースポーツの体験イベント「ウインタースポーツ
フェスティバル2008inつどーむ」を雪まつり協賛行事として開催し、
延べ1,200人の来場があった。

1 ウインタースポーツ活性化推進協議会開催
　ウインタースポーツの活性化施策のあり方をテーマに有識者によ
る協議会を開催した。

2 市立学校ウインタースポーツ体験支援事業
　中学校・高校のスキー授業支援事業、小学校対象の歩くスキー
出前授業を実施した。

3 競技力向上システムに関する調査研究
　和歌山県及び美深町で実施している「子どもの競技力向上事
業」の視察調査を実施した。

4 ウインタースポーツキャラバン事業
　公園や学校グラウンドなど身近な場所で歩くスキー・チューブ滑り
等の体験会を実施した。

5 ウインタースポーツ体験キャンペーン事業
　雪まつりにおける歩くスキー体験事業、カーリングウイークｉｎ大倉
山及びウインタースポーツビンゴ事業を実施した。

平 成 21 年 度 事 業 内 容 （ 予 算 ） 平 成 22 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
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事

業

内

容

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
平成19年度
・ウインタースポーツ活性化推進協議会開催
・小中学校ウインタースポーツ体験支援事業
・ウインタースポーツの調査研究

平成20年度～22年度
・ウインタースポーツ活性化推進協議会開催
・ウインタースポーツ体験キャンペーン実施
・小中学校ウインタースポーツ体験支援事業
・札幌ウインタースポーツアカデミー企画･調査
・ウインタースポーツの調査研究

　低迷傾向が見られるウインタースポーツの活性化を図るため、以
下の事業を実施する。

１　ウインタースポーツ体験キャンペーン
　学識者や民間の組織・団体との連携により「ウインタースポーツ
活性化推進協議会」を設置して新たな普及啓発事業を企画し、
「ウインタースポーツ体験キャンペーン」として展開する。
２　学校教育と連携したウインタースポーツの普及啓発
　小中学校ウインタースポーツ体験支援事業を展開する。
３　冬季五輪、ノルディックスキー世界選手権のメモリアル活用
　各種記念行事を開催する。
４　札幌ウインタースポーツアカデミーの開設
　札幌出身のトップ選手輩出を目指して、ジュニア育成体制を整
備する。
５　ウインタースポーツの調査・研究の推進
　普及状況、社会環境の変化に対応した振興方策に関する調査
研究を継続する。

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）
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平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

評    価　（　成　果　） 課    題

■市民との連携、市民参加
　各種スポーツ体験事業においては、財団法人札幌スキー連盟、ＮＰＯ法人北海道歩くスキー協会、札幌カーリング協会及びスノースポー
ツ愛好者団体等の協力を得ながら実施している。また、事業の参加者に対してアンケートや聴き取り調査を実施し、感想や意見を聞き取る
ことにより市民ニーズの把握、事業効果の検証に役立てている。

■企業等との連携・協働
　 [資金協力]　中・高スキー学習支援事業、体験キャンペーン事業については、スキー場を運営する企業から資金協力を得ている。
　 [人材協力]　中・高スキー学習支援事業、体験キャンペーン事業については、財団法人札幌スキー連盟やＮＰＯ法人北海道歩くスキー
　　　　　　　　　　協会及び札幌カーリング協会から指導者派遣等の協力を得ている。
　 [情報協力]　ウインタースポーツ振興に携わる組織・団体との情報交換を行い、事業のアイデアやノウハウを活用している。
　 [その他の協力]　ウインタースポーツ振興に携わる組織・団体とのネットワークづくりを行い、連携体制の構築に努めている。

計画体系コード 5-2-3

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）

事業名 ウインタースポーツ振興事業

29事業 30事業

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　ウインタースポーツの活性化を図り、文化として定着させるため、これまで実施してきた事業の効果を踏まえ、新規内容の追加も含めて事
業の拡充を図る。

　平成20年度から事業費が増額したことにより、事業内容の拡充を図
ることができた。以前から取り組んできた学校におけるウインタース
ポーツ体験を支援する事業に加えて、幼児からシニアまで幅広い年
齢層を対象とした各種体験事業の展開を図り、ウインタースポーツに
親しむ機会の拡大を図ることができた。
　20年にウインタースポーツ活性化推進協議会を立ち上げたことによ
り、これまでにない新たな取組みの視点や今後に活かせる事業アイ
デアを得ることができた。また、施策の展開に関して、今後、協働が期
待できる市民・関係団体とのネットワークを広げることができた。

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり
　市民や企業が参画しやすいような事業のしくみづくりを心掛け、市民一丸となってウインタースポーツを盛り上げる機運を喚起・醸成する。

　ウインタースポーツは、冬季オリンピック札幌大会以来、守り育てて
きた札幌の伝統であり、冬季の観光資源としても有益なものである
が、様々な社会的要因を背景として愛好者は減少傾向にあり、事業
の評価指標であるウインタースポーツ実施者の割合も伸び悩んでい
る。
　ウインタースポーツを活性化させるためには、現状に適合した効果
的な施策を長期的な展望をもって展開する必要がある。

16% 18% 20%

20事業ウインタースポーツ体験事業数 2事業 4事業 24事業

ウインタースポーツをする人の割合 13% 13% 13%

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目
22年度末
(予　　定)

22年度末
(目　　標)

18年度末
(現　　状)

19年度末
(実　　績)

20年度末
(実　　績)

21年度末
(予　　定)
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《全体》
ノルディックスキー世界選手権大会の剰余金を本事業で活用することとなったため、平成20年度より予算を増額し事業内容の拡充を図り、
概ね10年程度の見通しで事業を推進することとした。
[19年度]
当初計画になかった「ウインタースポーツフェスティバル2008inつどーむ」を雪まつり協賛行事として実施したため、事業費が予算を上回っ
た。予算との差額は部内の経常費から充当した。
[20年度]
予算の増額に伴い事業内容の拡充を図ることとした。
［21年度］
20年度ベースの事業を実施予定。

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　実　績　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

一 般 財 源
12,33712,3370

実　績

事　業　費　の　進　捗　率

00

そ の 他
一 般 財 源

事 業 費

12,600 9,700
1,800

2,376

市 債
そ の 他

0 0
0 0 0 0

2,700

0

0
1,800 2,700

予　算

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債

計　画

事 業 費

財
源
内
訳

国 ･ 道 支 出 金
市 債 0
そ の 他
一 般 財 源

0 0

2,800 10,000

事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度 21年度 22年度 計

10,000
0 0 0 0

1,800 2,700 2,700 2,800
0

0
0 0 0

14,713

－1,800 12,600 9,700
0

0 0 0

0

　（H19実績事業費＋H20実績事業費＋H21予算事業費） ／ （計画事業費） 244.1%
2,376 0

12,337 － －

平 成 21 年 度 第 ２ 次 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ３ ） （単位：千円）

計画体系コード ウインタースポーツ振興事業5-2-3 事業名
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